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燃料タンク内の燃料ポンプ用電線が屈曲しにくい材質のため、給油口を開けた際のタン

ク内圧変化でポンプ取付面が大きく変位した場合に接続端子部が摺動することがある。

そのため、そのまま使用を続けると、接続端子部が摩耗し、通電により発熱することで

端子嵌合力が低下し導通不良となり、燃料ポンプが停止し、エンジン始動不能や走行中

にエンストするおそれがある。 

改善の内容 

全車両、当該電線を対策品に交換する。 

注：   は交換部品を示す。
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識別：改善済車両には車台番号打刻の末字の横に黄色ペイントを塗布する。 


